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『現代名士の演説振』 (明 治41年刊)に 掲載された江原素六・島田三郎の挿絵

江
原
素
六
の

演
説
ぶ
り

沼
津
兵
学
校
資
業
生
出
身

の
政
治
家

島
田
三
郎
は
、
サ
ブ

ロ
ウ
で
は
な
く
シ

ャ
ベ
ロ
ウ
だ
と
ま
で
吾
わ
れ
た
ご
と
く
、

雄
弁
家
と
し
て
知
ら
れ
た
が
、
そ
の
あ

ま
り
の
早
日
か
ら

「速
記
者
泣
か
せ
の

随

一
」
で
も
あ

っ
た
。
　

方
、
島
田
の

恩
師

。
先
輩
に
あ
た
る
江
原
素
六
も
演

説
を
得
意
と
し
た
が
、
プ

ロ
の
速
記
者

か
ら
は
以
下
に
引
用
す
る
よ
う
な
好
い

評
判
を
得
て
い
る
。

▲
氏
の
演
説
程
速
記
者
に
謳
歌
さ
れ

る
も
の
は
あ
る
ま
い
。
純
粋
の
江
戸
弁

で
、
首
尾
明
瞭
に
聴
え
、
声
に
幅
が
あ

つ
て
、
速
力
も
左
程
早
く
な
く
、
ゆ

つ

く
り
し
て
居
る
か
ら
、
是
程
速
記
好
い

事
は
な
い
。
菅
に
速
記
者
許
り
で
は
な

く
、
聴
衆
に
取

つ
て
も
、
氏
の
弁
舌
程

聴
取
好
い
の
は
砂
か
ら
う
。
そ
れ
に
大

抵
の
人
は
、
其
弁
舌
が
政
治
方
面
に
向

く
か
と
思

へ
ば
、
文
学
又
は
宗
教
共
他

の
方
面
に
不
向
き
で
あ
る
し
、
文
学
の

講
話
又
は
説
教
な
ど
に
向
く
も
の
は
、
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兎
角
政
治
演
説
に
は
不
向
き
の
も
の
だ

が
、
氏
の
弁
舌
は
是
等
の
何
れ

へ
も
向

く
か
ら
重
宝
だ
。

▲
政
治
演
説
を
さ
せ
て
も
、
頗
る
穏

健
雄
渾
で
、
誠
に
堂
々
た
る
も
の
た
。

説
教
を
さ
せ
て
も
、
純
然
た
る
牧
師
の

風
が
あ

つ
て
、
背
こ
そ
余
り
高
く
は
な

い
が
、
白
髯
を
撫
し
て
、
謹
厳
正
直
の

態
度
で
、
講
壇
に
立
た
る

ゝ
時
は
、
何

う
し
て
も
霊
界
の
人
と
し
か
見
え
な
い
。

漫
ろ
に
青
年

の
師
父
と
し
て
、
崇
高
敬

虔
の
念
を
起
さ
し
む
る
の
で
あ
る
。
土
（

他
文
学
上
の
講
話
、
教
育
上
の
話
説

と
し
て
可
な
ら
ぎ
る
は
な
く
、
日
今

の

弁
論
界
に
於
て
、
氏
程
融
通
の
利
く
人

は
先
づ
他
に
あ
る
ま
い
。

▲
氏
が
各
方
面
に
於
け
る
演
説
講
話

は
、
い
つ
も
其
豊
富
な
る
自
家
の
経
歴

談
よ
り
説
起
さ
る

ゝ
か
ら
、
誠
に
興
味

深
の
津
々
た
る
も
の
が
あ
る
。
然
も
其

口
調
が
、
真
摯
直
載
の
中
に
滑
稽
を
交

へ
ら
る

ゝ
か
ら
、

一
種
三
［
ふ
べ
か
ら
ざ

る
妙
味
が
あ
る
。

（後
略
）
（小
野
田
亮

正

『
現
代
名
士
の
演
説
振
』、　
一
九
〇
八

年
、
博
文
館
）

江
原
素
六
の
話
し
方
は
、
島
田
三
郎

と
は
違
い
、
ゆ

っ
く
り
で
聞
き
取
り
や

す
い
と
好
評
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

書
籍
で
は
、
他
に
、
江
原
の
日
癖
と
し

て

「然
し
」
「併
し
な
が
ら
」
「芍
も
」

が
多
く
出
る
こ
と
、
七

・
八
年
前
ま
で

は
吃
る
こ
と
も
あ

つ
た
が
現
在
で
は
克

服
し
て
い
る
こ
と
、
断
る
こ
と
な
く
で

き
る
だ
け
請
演
依
頼
に
応
じ
よ
う
と
す

る
謙
虚
な
姿
勢
、
校
務
を
こ
な
し
な
が

ら
各
地
の
講
演
会
を
飛
び
同
る
多
忙
ぶ

り
、
華
々
し
く
激
し
い
わ
け
で
は
な
い

が
着
実

・
真
摯
な
弁
舌
に
は
確
か
な
感

化
力
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、

大
い
に
誉
め
て
い
る
。

ま
た
、
江
原
の
持
論
が
、
見
ず
知
ら

ず
の
西
洋
の
こ
と
な
ど
よ
り
も
、
日
本

の
こ
と
、
そ
れ
も
自
身
が
直
接
見
聞
き

し
た
事
柄
を
素
材
に
講
話
を
組
み
立
て

て
い
る
点
に
も
注
日
し
て
い
る
。
江
原

曰
く
、
「人
は
自
分
程
能
く
知

つ
て
居
る

事
は
な
い
か
ら
、
高
慢
に
な
ら
ぬ
や
う
、

衿
ら
ず
飾
ら
ず
に
、
露
骨
に
有
り
の
侭

自
分
の
事
を
話
す
の
が
　
番
だ
」
。

江
原
が
残
し
た
資
料
に
は
、
罫
紙
に

墨
書
さ
れ
た
多
数
の
演
説
車
稿
が
あ
る
。

没
後
に
刊
行
さ
れ
た

『
江
原
素
六
先
生

伝
』
（
一
九
１
三
年
）
に
も
講
演
録
が
〓

一
編
ほ
ど
収
録
さ
れ
た
が
、
一半
生
は
講

演
を
以
つ
て
終
始
し
た
る
の
観
」
が
あ

る
江
原
に
と

つ
て
、
そ
れ
は
た
ま
た
ま

し

記
録
化
さ
れ
た
ほ
ん
の

一
部
に
す
ぎ
な

い
。
『
江
原
伝
』
に
も
、
「沿
々
水
の
流

る
ゝ
如
き
に
あ
ら
ね
ど
、
そ
の
語
る
所

は
童
幼
婦
女
と
雖
も
解
す
る
を
得
、
然

か
も

一
種
の
力
の
一言
々
に
籠
る
を
見
る
」

な
ど
と
、
江
原
の
演
説
評
が
載
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
引
用
文
に
も

「純

粋
の
江
戸
弁
」
で
あ

っ
た
と
あ
る
が
、

谷
崎
潤

一
郎
も
以
下
の
よ
う
な
思
い
出

を
書
き
残
し
て
い
る
。

（前
略
）
嘗
て
東
京
の
府
立
第

一
中

学
に
在
学
の
時
分
、
或
る
年
学
校
の

記
念
日
に
、
当
時
麻
布
中
学
の
校
長

を
し
て
を
ら
れ
た
故
江
原
素
六
翁
が

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
、
講
堂
で
訓

話
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
私
は

翁
が
維
新
の
豪
傑
の

一
人
で
あ
り
、

当
時
も
有
名
な
政
客
で
あ
り
、
高
潔

な
人
格
者
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
ゐ

た
か
ら
、
子
供
に
あ
り
が
ち
な
英
雄

崇
拝
の
心
持
を
以
て
翁
の
演
説
に
耳

を
傾
け
た
が
、
意
外
に
も
そ
の
言
葉

づ
か
ひ
は
自
分
の
学
校
の
校
長
や
教

師
の

「
の
で
あ
る
口
調
」
で
な
く
、

実
に
キ
ビ
キ
ビ
し
た
江
戸
弁
で
あ
つ

た
。
「お
ら
ア
知
ら
ね
え
」
と
か
、
「仕

方
が
ね
え
」
と
か
、
翁
は
さ
う
云
ふ

言
葉
を
さ

へ
交

へ
た
。
人
も
知
る
通

1

ヽ

り
、
江
原
翁
は
徳
川
氏
の
遺
臣
で
あ

り
、
生
粋
の
江
戸
文
化
の
中
に
育

つ

た
人
で
あ
る
か
ら
、
演
説
に
も
そ
の

持
ち
味
が
出
ず
に
は
ゐ
な
か
つ
た
の

で
あ
ら
う
。
徳
川
の
末
期
に
な
る
と
、

旗
本
の
武
士
も
市
井
の
町
人
と
殆
ど

変
わ
ら
な
い
サ
バ
ケ
た
口
調
を
使

つ

た
も
の
で
、
翁
の
言
葉
を
聞
い
て
ゐ

る
と
全
く
私
の
親
父
な
ぞ
の
話
し
ぶ

り
と
同
じ
で
あ

つ
た
。
私
は
後
に
も

先
に
も
、
こ
ん
な
気
持
の
い
ゝ
、
カ

ラ
リ
と
し
た
演
説
を
聞
い
た
こ
と
は

な
か
つ
た
。
少
し
も
梓
を
着
け
て
ゐ

な
い
で
、
翁
の
颯
爽
た
る
人
格
が
言

外
に
溢
れ
て
ゐ
た
。
勝
海
譜
翁
な
ど

の
話
し
ぶ
り
も
恐
ら
く
さ
う
で
は
な

か
つ
た
で
あ
ら
う
か
。
（後
略
）

（谷
崎
潤

一
郎

「現
代
口
語
文
の
欠

点
に
つ
い
て
」
『
改
造
』
昭
和
四
年

一

月
号
、
『
谷
崎
潤

一
郎
全
集
』
第

十
巻
、　
一
九
八
二
年
、
中
央
公
論
社
、

所
収
）

谷
崎
は
、
武
家
の
出
で
あ
る
江
原
が
、

そ
の
飾
ら
な
い
人
柄
と
と
も
に
、
市
井

の
町
人
と
変
わ
ら
な
い
、
江
戸

っ
子
の

サ
バ
け
た
日
調
を
使

っ
て
い
る
こ
と
に

大
い
に
感
銘
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。

（樋
口
雄
彦
）
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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

沼
津
兵
学
校
資
業
生
の
最
終
、
第
九

期
生
に
真
坂
忍
と
い
う
人
物
が
い
た
。

明
治
二
七
年

（
一
八
九
四
）
の
沼
津
兵

学
校
記
念
碑
建
設
の
賛
成
員
に
な

っ
て

い
る
ほ
か
、
静
岡
育
英
会

・
同
方
会

・

葵
会
と
い
っ
た
旧
幕
臣
の
親
睦
団
体
の

会
員
と
な
り
晩
年
に
至
る
ま
で
ＩＨ
交
を

温
め
て
い
た
事
実
が
あ
る
。

石
橋
絢
彦

「沼
津
兵
学
校
沿
革

（五
）」

（『
同
方
会
誌
』
４２
、
大
正
五
年
）
に
は
、

「真
坂
忍
　
ＩＨ
名
新
十
郎
、
六
年
八
月

陸
軍
兵
学
寮
馬
学
生
徒
に
入
り
翌
年
伍

長
、
十
四
年
騎
兵
曹
長
、
満
期
除
隊
の

後
、
綿
糸
機
械

の
販
売
に
失
敗
し
更
に

陸
地
測
量
部
に
入
り
諸
方
測
量
日
清
日

露
の
戦
役
の
功
に
依
て
正
六
位
勲
五
等

に
叙
せ
ら
れ
四
十
二
年
職
を
罷
め
下
渋

谷
に
隠
棲
し
て
弓
を
弄
し
て
老
を
養
ふ
」

＼
％

／
＼

第
九
期
資
業
生
　
真

坂
　
忍

一一̈
一一］

一一
『

と
略
歴
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
は
旧
幕
時
代
の
履
歴
が
な
い

が
、
慶
応
四
年
の

「駿
河
表
召
連
候
家

来
姓
名
」
（静
岡
移
住
予
定
徳
川
家
臣
団

者
名
簿
）
に
記
載
さ
れ
た

「真
坂
新
七

郎
」
が
彼
の
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

小
筒
組
響
導
役

（下
士
官
）
だ

っ
た
。

資
業
生
に
及
第
し
て
わ
ず
か
　
か
月
後
、

明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
五
月
、
沼
津

兵
学
校

（沼
津
出
張
兵
学
寮
）
は
廃
校

と
な
り
、
資
業
生
は
東
京

の
陸
軍
教
導

団
に
編
人
さ
れ
た
。
真
坂
の
名
は
、
編

入
者
六
二
人
の
中
に
な
い
。
年
少
者
は

編
入
か
ら
洩
れ
た
と
い
う
が
、
当
時

一

九
歳
に
な

っ
て
い
た
は
ず
の
真
坂
に
は

何
か
別
の
理
由
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
他
の
多
く
の
同
窓
生
た
ち
と

同
様
、
結
局
上
京
し
陸
軍
に
人
る
こ
と

に
な
る
。
六
年

（
一
八
七
〓
）
八
月
陸

軍
兵
学
寮
第
二
舎

（馬
医
生
徒

・
馬
学

生
徒
を
教
育
す
る
機
関
）
に
人
学
し
た
。

彼
は
、
馬
医
生
徒
で
は
な
く
馬
学
生
徒

の
ほ
う
に
な

っ
た
が
、
そ
れ
は
調
馬
師

（馬
を
調
教
し
乗
り
な
ら
す
専
門
家
）

の
養
成
コ
ー
ス
で
あ
ろ
う
。

彼
の
名
前
が
登
場
す
る
当
時
の
陸
軍

の
公
文
書
に
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

①
第
七
十
四
号

当
寮
馬
学
生
徒
真
坂
忍
江
相
渡
有
之
候

長
沓
及
拍
車
紛
失
之
趣
、
本
人
よ
り
別

紙
之
通
届
出
候
間
、
此
段
御
届
申
候
也

明
治
七
年

一
月
十
四
日

兵
学
頭
曽
我
祐
準
代
理

兵
学
助
保
科
正
敬

山
県
卿
殿

別
紙
略
之

②
第
百
四
十
二
号

一
長
靴
　
　
壱
足

一
拍
車
　
　
壱
足

右
者
本
月
十
三
日
御
届
申
置
候
当
寮
第

二
舎
馬
学
生
徒
真
坂
忍

へ
御
渡
有
之
候

分
紛
失

二
付
、
日
々
ノ
伝
習

二
差
支
不

少
候
間
、
前
書
之
二
品
至
急
臨
時
御
渡

方
相
成
候
様
致
度
、
此
段
相
伺
候
也

明
治
七
年

一
月
廿
日

兵
学
頭
曽
我
祐
準

山
県
卿
殿

伺
之
通

　

一
月
廿
五
日

（防
衛
庁
防
衛
研
究
所
所
蔵

「大
日
記

諸
寮
司
伺
届
井
諸
達

　

一
月
金
　
陸
軍

第

一
局
」
）

後
年
日
本
軍
に
は

「員
数
合
わ
せ
」

と
い
う
言
葉
が
あ

っ
た
よ
う
に
、
軍
隊

で
の
官
給
品
の
数
は
絶
対
で
あ
り
、
そ

の
紛
失
は
大
き
な
落
ち
度
と
さ
れ
た
。

右
の
文
書
以
外
に
も
、
教
導
団
騎
兵
第

一
大
隊
附

・
伍
長
に
な

っ
て
い
た
翌
八

年
　
二
月
軍
馬
局
馬
匹
名
簿
を
紛
失
し
、

九
年

一
月
に
禁
鋼

一
〇
日
の
判
決
を
裁

判
所
か
ら
言
い
渡
さ
れ
た
と
い
う
記
録

も
あ
り

（『近
代
史
史
料
　
陸
軍
省
日
誌
』

第
四
巻
、
東
京
堂
出
版
、　
一
三
二
頁
）
、

な
ぜ
か
ミ
ス
が
続
い
た
。

除
隊
後
は
　
時
商
業
に
従
事
し
た
が
、

明
治

一
五
年

（　
八
八
二
）
時
点
で
は

陸
軍
参
謀
本
部
の
陸
地
測
量
部
に
入
り
、

地
図
作
り
に
携
わ

つ
て
い
た
。
具
体
的

に
は
、

一
三
年
か
ら

一
九
年

（
一
八
八

六
）
に
か
け
作
成
さ
れ
た
第

一
軍
管
地

方
二
万
分

一
迅
速
測
図
原
図
の
作
成
で

あ
り
、
測
量
課
雇

・
副
手

・
測
手
代
理

・

測
手
心
得
な
ど
と
し
て
実
際
に
彼
が
作

図
し
た
地
図
に
は
、
神
奈
川

・
千
葉

・

茨
城
県
下
の

一
〇
枚
が
あ
る
。
准
判
任

御
用
掛
、
判
任
官

・
八
等
技
手
と
し
て

そ
の
後
も
勤
続
し
た

（『
明
治
前
期
手
書

彩
色
関
東
実
測
図
　
資
料
編
』
）
。

昭
和
六
年

（
一
九
二

一
）
二
月

一
〓

日
、
七
八
歳
で
没
。
東
京
谷
中
の
菩
提

寺
に
眠
る
。
　

　

　

　

（樋
口
雄
彦
）

真坂忍 明治40年 8月 4日 撮影

(真坂洋氏提供)

し

し
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去
る
３
月
１９
日
国
、
沼
津
香
陵
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
３０
周
年
記
念
事
業
の

ひ
と

つ
と
し
て
、
沼
津
兵
学
校
頭
取
西

周
の
レ
リ
ー
フ
を
制
作
し
、
沼
津
市
に

寄
付
し
ま
し
た
。
レ
リ
ー
フ
は
ブ

ロ
ン

ズ
製
で
、
彫
刻
家
下
山
昇
氏
の
制
作
で

す
。
現
在
、
当
館
４
階
沼
津
兵
学
校

コ

ー
ナ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
将
来
は

西
周
が
沼
津
で
居
住
し
て
い
た
片
端
１９

番
地
の
近
辺

（現
あ
ま
ね
ガ
ー
ド
南
側

の
辺
り
）
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

当
館
所
蔵
の
幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

と
し
て
渡
欧
し
た
際
の
西
周
を
モ
デ
ル

に
制
作
さ
れ
、
ち
ょ
ん
ま
げ
頭
で
は
な

い
洋
装

の
西
周
は
、
新
し
い
時
代
の
到

来
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

井
口
省
吾
書
額
な
ど

（第
四
小
学
校

様
）、
野
沢
房
迪
関
係
資
料

（野
澤
敦
様
）、

消
防
嘲
吠

（原
貞
夫
様
）
、
加
藤
定
吉
関

係
資
料

（山
本
美
穂
子
様
）、
絵
葉
書

（松

尾
茂
雄
様
）
、
陶
製
ボ
タ
ン

・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
検

閲
済
封
筒
な
ど
戦
時
資
料

（水
野
秀
和

様
）、
山
口
知
重
関
係
資
料

（山
口
渚
様
）
、

兵
士
記
念
写
真

（工
藤
輝
久
様
）
、
灯
火

管
制
用
電
球
等

（八
十
濱
俊
　
様
）
、
乙

骨
太
郎
乙
宛
葉
書

（寺
岡
襄
様
）
、
中
根

香
亭
関
係
資
料

（西
村
正
雄
様
）
、
奉
公

袋
な
ど
戦
時
資
料

（村
松
妙
子
様
）

旧
幕
臣
池
谷
家
文
書

（池
谷
忠
俊
様
）

芹
沢
光
治
良
文
学
館

。
「我
等
は
海
と

松
風
育
ち
」
田
村
茂

・
写
真
展
～
赤
坂

沼
津
学
園

の
疎
開
生
活
を
振
り
返

る
～

・
写
真
パ
ネ
ル
、
藤
枝
市
郷
土
博

物
館

。
「田
中
城
と
城
下
町
」
・
沼
津
城

周
辺
図
、
沼
津
文
学
祭
実
行
委
員
会

・

「井
上
靖
と
沼
津
　
夏
は
夏
草
、
冬
は

冬
涛
」
。大
正
期
絵
葉
書
、
西
武
百
貨
店
。

「沼
津
の
あ
ゆ
み
写
真
パ
ネ
ル
展
」
・
写

真
パ
ネ
ル
、
同
店

。
「な
つ
か
し
の
昭
和

の
思
い
出
写
真
展
」
・
沼
津
市
街
地
写
真

（昭
和
３８
年
頃
）、
沼
津
市
歴
史
民
俗
資

料
館

。
「３
市
共
同
企
画
展
　
こ
ど
も
の

し

風
景
～
教
育
の
い
ま

・
む
か
し
～
」
。
沼

津
兵
学
校
の
授
業
風
景
模
型

・
小
学
沼

津
学
校
写
真

・
戦
後
小
学
校
の
教
科
書

等
、
同
館

。
「は
か
る
～
尺

・
升

・
貫
か

ら

ｍ
・
２

・
ｋｇ
へ
～
」
展

・
度
量
衡
器

其
他
書
類

（金
岡
村
役
場
文
書
）
等

Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

。
「静
岡
発
そ
こ
知
り
」

沼
津
仲
見
世
商
店
街

の
移
り
変
り

ｏ
仲

見
世
通
り
写
真
、
天
野
清
文

・
ヨ
の
σ
学

園
内

「古
文
書
の
読
み
方
講
座
」
、
天
野

出
版

工
房

『
は
じ
め
て
の
古
文
書
教

室
』
・
御
奉
公
人
請
状
之
事

（原
渡
辺
本

陣
文
書
）
、
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
終

戦
６０
周
年
企
画

「豊
川
海
軍
工
廠
　
巨

大
兵
器
工
場
―
終
戦
６０
年
後
の
記
録
」

展

・
沼
津
海
軍
工
廠
跡
地
写
真
等
、
佐

藤
哲
寿

・
『
ミ
ラ
ー
夫
人
と
三
浦
徹
に
よ

る

「喜
の
音
」
』
・
『
小
さ
き
音
』
、
静
岡

放
送

。
「終
戦
６０
周
年
企
画
」
・
戦
時
資

料
、
吉
川
弘
文
館

・
樋
口
雄
彦
著

『
旧

幕
臣
の
明
治
維
新
』
・
沼
津
兵
学
校
関
係

資
料
、
不
二
出
版

・
『
近
代
日
本

「平
和

運
動
」
資
料
集
成
』
・
大
日
本
平
和
協
会

刊
行
書
籍

（江
原
素
六
関
係
文
書
）
、
フ

ジ
テ
レ
ビ

ｏ
「ト
リ
ビ
ア
の
泉
」
。
渡
瀬

、し

庄
三
郎
写
真

（大
野
寛
孝
氏
提
供
）、
北

海
道
放
送

・
「超
歴
史
ミ
ス
テ
リ
ー
～
龍

馬
の
黒
幕
」
。
西
周
写
真

（幕
府
オ
ラ
ン

ダ
留
学
生
写
真
）
、
雅
心
苑

・
栞

・
富
士

を
背
景
と
せ
る
沼
津
三
島
、
東
京
書
籍

・

「ビ
ジ
ュ
ア
ル
ワ
イ
ド
社
会
科
資
料
集

６
年
別
冊
　
静
岡
県
版
資
料
」
・
沼
津
大

空
襲
後
の
復
興
の
様
子
写
真
、
海
老
原

一
彦

・
静
岡
県
立
図
書
館
貴
重
書
講
座

「葵
文
庫
と
貴
重
書
に
見
る
日
本
近
代

化

へ
の
模
索
」
・
幕
府
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

写
真
、
静
岡
第

一
テ
レ
ビ

・
「プ
ラ
ス
ー

し
ず
お
か
」
片
倉
蚕
種
工
場
解
体

・
沼

津
繭
市
場
写
真
、
沼
津
市
歴
史
民
俗
資

料
館

「資
料
館
だ
よ
り
」
ｏ
馬
力
を
曳
い

て
い
る
風
景

（沼
津
駅
前
）
写
真

３
月
３１
日
付
で
館
長
名
倉
忠
興
が
退

職
、
後
任
に
４
月
１
日
付
で
阿
部
直
樹

（管
財
課
課
長
）
が
着
任
し
ま
し
た
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
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